
議案第８２号 

 

新座市営墓園条例の一部を改正する条例 

 

新座市営墓園条例（昭和６０年新座市条例第４号）の一部を次のように改正す

る。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」

と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりと

する。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分

を当該改正後部分に改める。 

⑵ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

⑶ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

改 正 後 改 正 前 

  

目次 

第１章 ［略］ 

第２章 墓所（第１０条－第２５条） 

第３章 集会施設（第２６条－第２８条） 

第４章 雑則（第２９条－第３６条） 

附則 

 

（墓所の種別及び規模） 

第１０条 墓所の種別及び規模は、次のとおり

とする。 

種別 規模 

［略］ 

合葬式墓所  

２ ［略］ 

 

（使用申込者の資格） 

第１１条 墓所を使用しようとする者（以下 

「使用申込者」という。）は、次に掲げる要

件に該当する者でなければならない。 

 

 

 

⑴ 引き続き３年以上本市の住民基本台帳に

記録されていること。 

⑵ 祭祀
し

を主宰する者であること。ただし、

合葬式墓所を使用しようとする場合は、こ

の限りでない。 

⑶ 第１９条の規定により許可を受けた者 

（以下「使用権利者」という。）（第２１

目次 

第１章 ［略］ 

第２章 墓所（第１０条－第２２条） 

第３章 集会施設（第２３条－第２５条） 

第４章 雑則（第２６条－第３２条） 

附則 

 

（墓所の種別及び規模） 

第１０条 墓所の種別及び規模は、次のとおり

とする。 

種別 規模 

［略］ 

 

２ ［略］ 

 

（使用申込者の資格） 

第１１条 墓所を使用しようとする者（以下 

「使用申込者」という。）は、引き続き３年

以上本市の住民基本台帳に記録されている者

で、かつ、祭祀
し

を主宰する者でなければなら

ない。ただし、市長が特別の事情があると認

めるときは、この限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 



条の許可を得た者を含む。）でないこと。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいず

れかに該当する場合は、使用申込者とするこ

とができる。 

⑴ 普通墓所、芝生墓所及び特別墓所（以下

「一般墓所」という。）の使用権利者（第

２１条の許可を得た者を含む。）が、合葬

式墓所の使用を目的として当該一般墓所の

全部を市長に返還するとき。 

⑵ 市長が特別の事情があると認めるとき。 

３ 市長は、特に必要があると認めるときは、 

使用申込者の資格を第１項に規定する者で、 

かつ、現に焼骨を所持している者に限定する

ことができる。 

 

（使用申込者の資格の緩和） 

第１２条 市長は、第１９条の規定に基づき一

般墓所の使用を許可した後において、その使

用に余裕があるときは、前条に規定する使用

申込者の資格を次の各号の順序により緩和す

ることができる。 

⑴ 前条第１項第１号の期間を満たしていな

い者で、かつ、祭祀を主宰する者 

⑵ ［略］ 

 

（一般墓所の使用制限） 

第１３条 一般墓所は、焼骨又は遺品を埋蔵す

る目的以外に使用してはならない。 

２ ［略］ 

３ 一般墓所の使用は、使用権利者の属する世

帯につき１区画とする。ただし、第２１条の

規定により墓所を使用する権利（以下「使用

権」という。）を承継するときは、この限り

でない。 

 

 

（合葬式墓所の使用制限） 

第１４条 合葬式墓所は、自己又は親族の焼骨

（第１８条第２号に掲げる者にあつては、焼

骨又は遺品。第２５条において同じ。）を埋

蔵する目的以外に使用してはならない。ただ 

し、市長が特別の事情があると認めるときは、 

この限りでない。 

 

（死後においてその焼骨が合葬式墓所に埋蔵

される予定の者のとるべき措置） 

第１５条 死後においてその焼骨が合葬式墓所

に埋蔵される予定の者は、あらかじめ、その

焼骨が埋蔵されるよう必要な措置を講じてお

くものとする。 

 

（使用申請） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、 

使用申込者の資格を前項本文に規定する者で、 

かつ、現に焼骨を所持している者に限定する

ことができる。 

 

（使用申込者の資格の緩和） 

第１２条 市長は、第１７条の規定に基づき墓

所の使用を許可した後において、その使用に

余裕があるときは、前条に規定する使用申込

者の資格を次の各号の順序により緩和するこ

とができる。 

⑴ 前条第１項の期間を満たしていない者で、 

かつ、祭祀を主宰する者 

⑵ ［略］ 

 

（墓所の使用制限） 

第１３条 墓所は、焼骨又は遺品を埋蔵する目

的以外に使用してはならない。 

２ ［略］ 

３ 墓所の使用は、第１７条の規定により許可

を受けた者（以下「使用権利者」という。）

の属する世帯につき１区画とする。ただし、 

第１９条の規定により墓所を使用する権利 

（以下「使用権」という。）を承継するとき

は、この限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（使用申請） 



第１６条 ［略］ 

 

（公募による使用者の決定） 

第１７条 ［略］ 

 

（公募によらない使用者の決定） 

第１８条 管理者は、使用申込者が次の各号の

いずれかに該当する者であるときは、前条の

公募によらないで使用者を決定することがで 

きる。この場合において、第１１条及び第 

１２条の規定は、適用しない。 

⑴ 第１０条第２項に規定する者 

⑵ 一般墓所の使用権利者（第２１条の許可

を得た者を含む。）であつて、合葬式墓所

の使用を目的として当該一般墓所の全部を

市長に返還するもの 

 

（使用の許可） 

第１９条 ［略］ 

 

（許可事項の変更） 

第２０条 ［略］ 

 

（使用権の承継） 

第２１条 一般墓所の使用権利者が死亡その他

の理由により使用権を行使できなくなつたと

きは、当該使用権利者に代わつて祭祀を主宰

する者が、管理者の許可を得て、使用権を承

継することができる。 

 

（使用許可の取消し等） 

第２２条 市長は、使用権利者（前条の許可を

得た者を含む。次条、第２９条及び第３２条

において同じ。）が次の各号のいずれかに該

当する場合は、墓所（第２号にあつては、一

般墓所に限る。）の使用許可を取り消すこと

ができる。 

⑴ ［略］ 

⑵ 第３２条に規定する管理料を３年以上滞

納したとき（住所不明のときを除く。）。 

⑶ ［略］ 

２ ［略］ 

 

（使用権の消滅） 

第２３条 使用権は、次の各号のいずれかに該

当する場合は、消滅する。 

⑴ 一般墓所の使用権利者が死亡した日から

起算して３年を経過しても使用権を承継す

る者がいないとき。 

⑵ 一般墓所の使用権利者が住所不明となつ

て、公に確認された時から起算して１０年

を経過したとき。 

第１４条 ［略］ 

 

（公募による使用者の決定） 

第１５条 ［略］ 

 

（公募によらない使用者の決定） 

第１６条 管理者は、使用申込者が第１０条第

２項に規定する者であるときは、前条の公募 

によらないで使用者を決定することができる。 

この場合において、第１１条及び第１２条の

規定は、適用しない。 

 

 

 

 

 

 

（使用の許可） 

第１７条 ［略］ 

 

（許可事項の変更） 

第１８条 ［略］ 

 

（使用権の承継） 

第１９条 使用権利者が死亡その他の理由によ

り使用権を行使できなくなつたときは、当該

使用権利者に代わつて祭祀を主宰する者が、

管理者の許可を得て、使用権を承継すること

ができる。 

 

（使用許可の取消し等） 

第２０条 市長は、使用権利者（前条の許可を

得た者を含む。第２８条を除き以下同じ。）

が次の各号のいずれかに該当する場合は、墓

所の使用許可を取り消すことができる。 

 

 

⑴ ［略］ 

⑵ 第２９条に規定する管理料を３年以上滞

納したとき（住所不明のときを除く。）。 

⑶ ［略］ 

２ ［略］ 

 

（使用権の消滅） 

第２１条 使用権は、次の各号のいずれかに該

当する場合は、消滅する。 

⑴ 使用権利者が死亡した日から起算して３

年を経過しても使用権を承継する者がいな

いとき。 

⑵ 使用権利者が住所不明となつて、公に確

認された時から起算して１０年を経過した

とき。 



 

（改葬） 

第２４条 ［略］ 

 

（合葬式墓所における焼骨の返還等） 

第２５条 合葬式墓所に埋蔵された焼骨は、返

還しない。 

２ 合葬式墓所の使用権利者は、合葬式墓所に

当該使用許可に係る焼骨が埋蔵されていない

場合において、合葬式墓所を使用する必要が

なくなつたときは、速やかにその旨を管理者

に届け出なければならない。 

 

第３章 集会施設 

（集会施設の利用時間） 

第２６条 ［略］ 

 

（集会施設の利用） 

第２７条 ［略］ 

 

（利用許可の取消し等） 

第２８条 ［略］ 

 

（原状回復） 

第２９条 一般墓所の使用権利者又は利用権利

者は、使用若しくは利用を終えたとき、又は

許可を取り消されたとき、若しくは停止（第

２２条第２項に規定する場合を除く。）され

たときは、当該墓所又は集会施設を速やかに

原状に復さなければならない。 

２ ［略］ 

 

（損害賠償） 

第３０条 ［略］ 

 

（使用料） 

第３１条 ［略］ 

 

（一般墓所の管理料） 

第３２条 一般墓所の使用権利者は、墓園の管

理に要する経費（以下「管理料」という。）

として、普通墓所及び芝生墓所にあつては１

年につき１墓所当たり５，２３０円の５年分 

を、特別墓所にあつては１年につき１平方 

メートル当たり１，３００円に当該墓所の面

積を乗じて得た額の５年分を一括納付しなけ

ればならない。ただし、市長が特別の事情が

あると認めるときは、分割納付することがで

きる。 

２・３ ［略］ 

 

（合葬式墓所の管理料） 

 

（改葬） 

第２２条 ［略］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 集会施設 

（集会施設の利用時間） 

第２３条 ［略］ 

 

（集会施設の利用） 

第２４条 ［略］ 

 

（利用許可の取消し等） 

第２５条 ［略］ 

 

（原状回復） 

第２６条 使用権利者又は利用権利者は、使用

若しくは利用を終えたとき、又は許可を取り

消されたとき、若しくは停止（第２０条第２

項に規定する場合を除く。）されたときは、

当該墓所又は集会施設を速やかに原状に復さ

なければならない。 

２ ［略］ 

 

（損害賠償） 

第２７条 ［略］ 

 

（使用料） 

第２８条 ［略］ 

 

（管理料） 

第２９条 使用権利者は、墓園の管理に要する

経費（以下「管理料」という。）として、普

通墓所及び芝生墓所にあつては１年につき１

墓所当たり５，２３０円の５年分を、特別墓

所にあつては１年につき１平方メートル当た

り１，３００円に当該墓所の面積を乗じて得 

た額の５年分を一括納付しなければならない。 

ただし、市長が特別の事情があると認めると

きは、分割納付することができる。 

 

２・３ ［略］ 

 

 



第３３条 合葬式墓所の使用権利者は、管理料

として、焼骨１体につき１０４，６００円を

許可の際に納付しなければならない。 

 

（使用料の減免） 

第３４条 ［略］ 

 

（使用料等の還付） 

第３５条 ［略］ 

 

（委任） 

第３６条 ［略］ 

 

別表（第３１条関係） 

⑴ 墓所使用料 

 使用料 

［略］ 

合葬

式墓

所 

焼骨１体につき４９，６６０

円 

⑵ ［略］ 

 

 

 

 

（使用料の減免） 

第３０条 ［略］ 

 

（使用料等の還付） 

第３１条 ［略］ 

 

（委任） 

第３２条 ［略］ 

 

別表（第２８条関係） 

⑴ 墓所使用料 

 使用料 

［略］ 

 

 

 

⑵ ［略］ 

  

   附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

  令和５年１１月２７日提出 

 

新座市長 並 木  傑 

 

 

   提 案 理 由 

新座市営墓園に合葬式墓所を設置したいので、この案を提出するものである。 

 


